コロンビア -- 技術革新戦略として期待される太平洋同盟 (特集 開かれた経済関係の構築 -- 太平洋同盟諸国の展望) by 幡谷 則子
コロンビア -- 技術革新戦略として期待される太平




経済研究所 / Institute of Developing









37ラテンアメリカ・レポ トー Vol.31 No.1
特 集
Feature
L A T I N
A M E R I C A





































リバル代替構想（ALBA: Alianza Bolivariana para 



























































































引き継いだのが現サントス政権（2010 ～ 2014 年）
であった。現在は，通称ウリベ党として発足した




























2013 年のデータでも，同部門が 5 割近いシェア
を維持している（図 1）。
他方，この間の輸出部門の構成比率の推移を
みると，1992 年から 2013 年までに，輸出総額に





























（出所）Proexport, Estadísticas de inversion extranjera directa en Colombia
（http://www.proexport.com.co/）より筆者作成。


























2003 年～ 2012 年 
平均年間成長率（％）




 2,818  7,726 11.9 20.6
化学  521 1,594 13.2 3.4
金属機械  357 1,231 14.7 3.2
プラスチック・ゴム  468 1,312 12.1 3.1
自動車・輸送用機械・
機器
 151 531 15.0 1.9
建具・装備品  218 536 10.5 1.5
自動車部品  154 467 13.1 1.2
医薬品  228 480 8.7 1.1
建設資材  234 370 5.2 1.4
アグロインダストリー
および農林水産業
 2,207  4,680 8.7 12.6
アグロインダストリー  900 1,877 8.5 5.0
花卉・観賞用植物  681 1,265 7.1 3.5
農作物  481 966 8.1 2.5
サービス産業・ 
娯楽産業部門
 1,007  4,107 16.9 6.2
繊維・衣料部門  1,064  1,457 3.5 5.9
伝統的輸出産品  6,031  42,304 24.2 54.9
石油および石油製品  3,383 31,707 28.2 33.5
石炭  1,422 7,805 20.8 13.1
コーヒー  809 1,910 10.0 5.3
フェロニッケル  416 881 8.7 3.0
総計  13,127  60,274 18.5 100.0
（注 1） Proexport の輸出入部門分類による。製造業分類における「食品加工」は本表ではアグロインダストリー部門に，「紙
製品・出版」はサービス部門に含まれ，「繊維・衣類」は独立した部門として扱っている。
（注 2） 各部門分類の内訳は，主要輸出品目の抜粋であり，本表の品目別構成比を合計しても 100% にはならない。
（出所） Proexport（http://www.proexport.com.co/）より筆者作成。


























層への配慮も怠らなかった。2011 年 6 月，法律
第 1448 号にて「犠牲者補償・土地返還法」を制
定したことは，和平プロセスに大きな影響力を
もった。コロンビアは 2000 年代にも年間 2 万～
3 万 8000 人近い農民・市民が強制移住民（IDP: 









































2014 年の GDP 成長率予測を 1％ポイント近く上
方修正している（CEPAL［2013］）。産業政策とし



















Ortiz et al.［2009］では，同国の工業化を 1925













1967 年 に 制 定 さ れ た 法 令（Decreto-Ley） 第
444 号によって貿易為替管理制度を整え，輸入
統制とともに，非伝統的輸出向け産業振興策と

















































Michelsen:1974 ～ 1978 年）成立時には，主要コー
ヒー生産国のブラジルにおける霜害により，コー
ヒー・ボナンザ（特需）が起こり，続くトゥルバ














































部門の対 GDP 比率も 1990 年の 18.6％から 1999
年には 13.6％に落ち込んだ。
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化を以下のように考察する。すなわち，1932 ～






1980 ～ 1999 年の「脱」工業化期を経て，21
世紀はさらにこの傾向が継続している。2000 ～
2005 年の統計をみるかぎり，依然として製造業














































































（出所）Ortiz et al.［2009］に掲載された DANE（Departamento Administrativo 
Nacional de Estadística, www.dane.gov.co）を原資料とする GDP 構成比率
より筆者作成。















ア ン デ ス 共 同 体
（CAN，ペルー，エ
クアドル，ボリビア）
1969 年 CAN として発効，1976 年










を 0， 5， 10， 20％の 4 段階に設定。
チリ 2006 年署名，2009 年発効。 FTA
1993 年の経済補完協定をもとに拡大。































2001 年 2010 年
100 万 US ドル ％ 100 万 US ドル ％
食品・飲料・タバコ 3,864 30.1 10,893 30.5
繊維・衣料・製靴 1,380 10.8 2,301 6.4
木材・木製品 65 0.5 167 0.5
紙・紙製品・印刷 1,080 8.4 2,394 6.7
石油精製および関連製品 1,043 8.1 5,193 14.5
化学 2,059 16.1 4,965 13.9
ゴム・プラスチック製品 573 4.5 1,577 4.4
ガラスおよび製品・非金属鉱物製品 961 7.5 2,406 6.7
鉄鋼・非鉄金属 469 3.6 1,662 4.7
その他金属 305 2.4 877 2.5
一般用途機械 233 1.8 758 2.1
電子・医療・精密機械 250 1.9 751 2.1
オートバイ・自動車部品・輸送用機械 261 2.0 1,096 3.1
その他製造業 291 2.3 697 2.0
計 12,810 100.0 35,713 100.0
（出所） UNIDO 資料（http://www.unido.org/Data1/IndStatBrief/D_MVA_per_Employee_and_Output_Share_per_Sector.
cfm?print=no&ttype=D&Country=COL&sortBy=isic&sortDir=&Group=）
 （2014 年 5 月 14 日最終アクセス）より筆者作成。
46 LATIN AMERICA REPORT  Vol.31  No.1
コロンビア：技術革新戦略として期待される太平洋同盟
アンデス共同体やラテンアメリカ統合連合（ALADI: 

















ンビア二国間 FTA は 2009 年に追加合意に達し，
2011 年に発効している。




ラス，グアテマラ 3 カ国と調印し，2010 年まで
にすべて発効している。ALADI の経済補完協定















ルコスール：Mercado Común del Sur）の間の自










対米国 FTA 交渉であった。ウリベ政権第 1 期の






（ATPA: Andean Trade Preference Act）， さ ら に
これを前身とした 2002 年の「アンデス貿易促進
麻薬根絶法」（ATPDEA: Andean Trade Promotion 














表 4 と表 5 はコロンビアの輸出・輸入の主要相






















米国  5,779 44.0  21,982 36.5 16.0 39.1 
中国  83 0.6  3,343 5.5 50.9 2.5 
エクアドル  780 5.9  1,910 3.2 10.5 4.6 
オランダ  302 2.3  2,503 4.2 26.5 3.0 
ベネズエラ  696 5.3  2,556 4.2 15.5 9.3 
ペルー  396 3.0  1,582 2.6 16.6 2.8 
ブラジル  93 0.7  1,291 2.1 33.9 1.5 
パナマ  172 1.3  2,916 4.8 36.9 1.9 
チリ  189 1.4  2,189 3.6 31.3 2.1 
スイス  129 1.0  721 1.2 21.1 1.8 
上位 10 カ国計  8,627 65.7  40,994 68.0 18.9 68.7 
その他の国々  4,500 34.3  19,280 32.0 17.5 31.3 
総計  13,127 100.0  60,274 100.0 18.5 100.0 

















米国  4,081 29.4  14,062 24.0 14.7 27.1 
中国  689 5.0  9,564 16.3 34.0 10.5 
メキシコ  744 5.4  6,362 10.9 26.9 8.4 
ブラジル  769 5.5  2,796 4.8 15.4 6.0 
ドイツ  612 4.4  2,317 4.0 15.9 3.9 
アルゼンチン  257 1.9  2,313 3.9 27.6 2.7 
日本  643 4.6  1,654 2.8 11.1 3.3 
フランス  381 2.7  1,452 2.5 16.0 2.5 
韓国  338 2.4  1,288 2.2 16.0 2.5 
エクアドル  410 3.0  1,068 1.8 11.2 2.3 
上位 10 カ国計  8,924 64.3  42,876 73.1 19.1 69.2 
その他の国々  4,957 35.7  15,754 26.9 13.7 30.8 
総計  13,881 100.0  58,630 100.0 17.4 100.0 
（出所） PROEXPORT Colombia，ウエブサイト，“Informe histórico diciembre de 2012”, （http://www.proexport.com.co/
publicaciones/informe-turismo-inversion-y-exportaciones）より筆者作成。




































もいえる。第 7 回カリ会議（2013 年 5 月 24 日）と
第 8 回カルタヘナ会議（太平洋同盟追加議定書署名，










































































































つけた。1990 年代より APEC 加盟を切望してき
たコロンビアにとって，画期的な一歩を踏み出し
















































































第 2 に，コロンビアの貿易自由化は 1990 年代




























⑴ たとえばガビリア政権（César Augusto Gaviria 
Trujillo: 1991 ～ 1994 年 ） は「 平 和 的 革 命 」（La 
Revolución Pacífica）を，サンペール政権（Ernesto 
Samper Pizano: 1994 ～ 1998 年）は「社会的跳躍」
（El Salto Social）を，パストラーナ政権（Andrés 
Pastrana: 1998 ～ 2002 年）は「平和構築のための













⑶ 「太平洋の弧」（Arco del Pacífico）構想。ペルー・
ガルシア大統領が 2007 年にシドニー開催の APEC
首脳会議で提唱した，太平洋同盟の最初の構想案
とされる。
⑷ 本稿脱稿後の 5 月 25 日に行われた大統領選挙では，
過半数を獲得した候補者がいなかったため，ウリ
ベ派候補のオスカル・イバン・スルアガ（Óscar 
Iván Zuluaga）とサントス現大統領との間で 6 月
15 日に決選投票が実施されることとなった。
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